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農家のみで結成したチームがレースに出場！
　

夏
の
強
い
日
差
し
が
照
り
つ
け
る
猛
暑
だ
っ
た
６
月

29
日
、
置
戸
町
で
は｢

第
48
回 

山
神
祭 

全
日
本
人
間
ば

ん
馬
大
会｣

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

数
多
く
の
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
中
、
置
戸
町

豊
住
地
区
の
農
家
を
中
心
に
構
成
さ
れ
る
チ
ー
ム｢

シ
ャ

コ
タ
ン
ズ｣

も
出
場
。
シ
ャ
コ
タ
ン
ズ
は
２
０
１
９
年
ま

で
地
元
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
出
場
し
て
い
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
近
年
は
参
加
を
見
合
わ
せ

て
い
ま
し
た
。
今
年
は
新
た
に
大
谷
さ
ん
を
メ
ン
バ
ー

に
迎
え
、
６
年
ぶ
り
に
７
人
曳
き
で
出
場
し
ま
し
た
。

　

７
人
曳
き
部
門
に
は
、
８
チ
ー
ム×

３
レ
ー
ン
の
計

24
組
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
予
選
で
は
、
３
０
０
kg
の
丸
太
を

引
き
手
７
人
で
直
線
コ
ー
ス
の
ゴ
ー
ル
ま
で
運
び
ま
す
。

コ
ー
ス
の
途
中
２
ヶ
所
に
は
高
さ
１
・
２
メ
ー
ト
ル
に
土

を
盛
っ
た
障
害
が
設
け
ら
れ
、
引
き
手
の
負
荷
が
さ
ら

に
重
く
な
り
ま
す
。
決
勝
で
は
５
０
０
kg
と
さ
ら
に
重

く
な
り
、
各
レ
ー
ン
の
上
位
２
組
と
、
３
位
の
う
ち
タ
イ

ム
が
上
位
の
２
組
の
計
８
組
が
決
勝
進
出
と
な
り
ま
す
。

　

シ
ャ
コ
タ
ン
ズ
は
息
の
合
っ
た
力
強
い
走
り
で
健
闘

し
ま
し
た
が
、
39
秒
08
の
タ
イ
ム
で
惜
し
く
も
決
勝
進

出
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
の
東
海
林
さ
ん
は
「
タ
イ
ム
は
悪
く
な
か

っ
た
が
、
出
場
レ
ー
ン
の
２
～
４
位
は
１
秒
以
内
の
接

戦
で
予
選
敗
退
の
結
果
と
な
り
、
非
常
に
悔
し
い
。
２
０

１
９
年
ま
で
は
決
勝
へ
出
場
し
て
い
た
の
で
、
来
年
は

リ
ベ
ン
ジ
を
果
た
せ
る
よ
う
に
今
か
ら
鍛
え
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

▲前列左から～岡田章さん(42)、東海林亮太さん(27)、
              大谷将義さん(32)
　後列左から～齊藤悠也さん(30)、仁木友則さん(38)、
              野里智也さん(37)、キャプテンの伊東憲一
              さん(43)、監督の安西良樹さん(40)

秋まき小麦、例年より早く
収穫作業開始！
　ＪＡきたみらいでは秋まき小麦「き

たほなみ」の収穫が７月16日から始

まりました。今年は６月まで天候に

恵まれ順調に生育し、以降も高温が

続いたことから昨年より早く収穫作

業が開始されました。

　管内各地では、黄金色に色づいた

小麦畑を大型コンバインが次々と麦穂の刈取りを進めて

おり、収穫された小麦は大型ダンプに積み込まれ、ＪＡ

小麦乾燥調製貯蔵施設へ搬入されました。

　今年度約８㌶の作付けをしている、きたみらい麦作振

興会の岡見博文副会長は「今年は地域全体が酷暑と干ば

つの影響を受けて細麦傾向となっている。輸送問題や燃

料高騰にも引き続き悩まされている厳しい状況だが、効

率的な運営で無事収穫を終えられるように頑張りたい」

と話しました。

　今年度、当ＪＡでは約3,700㌶作付けしており、生産

量は約24,500㌧を予定しています。
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北
海
道
の
農
業
・
農
村
を
担
う
一
員
と

し
て
、
新
し
く
農
業
に
意
欲
を
持
っ
て
取

り
組
む
方
に
毎
年
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海

道
五
連
（
中
央
会
・
ホ
ク
レ
ン
・
北
信

連
・
共
済
連
・
厚
生
連
）
会
長
連
名
の
激

励
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
新
規
学
卒
者
７
人
、
Ｕ
タ

ー
ン
10
人
な
ど
計
18
人
に
激
励
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

激
励
状
授
与
式
は
、
６
月
20
日
に
Ｊ
Ａ

き
た
み
ら
い
セ
ン
タ
ー
事
務
所
で
行
わ
れ
、

16
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

齊
藤
専
務
は
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
五

連
の
使
命
と
事
業
内
容
を
説
明
し
た
後
、

同
じ
農
業
人
に
な
る
仲
間
た
ち
へ
激
励
の

言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
人
ひ

と
り
に
声
を
掛
け
て
激
励
状
を
手
渡
す
と
、

新
規
就
農
者
の
み
な
さ
ん
は
真
剣
な
面
持

ち
で
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

▲激励状を受け取る飯田さん（留辺蘂地区）

▲激励の言葉を贈る齊藤専務

▲授与式に出席した16人の就農者とＪＡきたみらいの役員

　
第
一
次
産
業
の
農
業
を
「
自
分
の
職
場
」
と
し
て
、
高
校
・
大
学
な
ど
を
卒

業
し
て
就
農
さ
れ
た
方
、
あ
る
い
は
他
産
業
に
従
事
し
、
第
二
の
職
場
と
し
て

Ｕ
タ
ー
ン
さ
れ
た
方
、
い
ず
れ
も
農
業
へ
の
情
熱
は
同
じ
で
す
。

　
農
業
に
意
欲
を
持
っ
て
取
り
組
む
方
に
毎
年
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
五
連

か
ら
激
励
状
が
贈
ら
れ
ま
す
。

　
本
年
の
激
励
状
授
与
式
と
北
見
地
区
新
規
就
農
者
交
流
研
修
会
が
６
月
20
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
の
北
見
市
、

訓
子
府
町
、
置
戸
町
の
就
農
２
年

目
ま
で
の
若
手
農
業
者
を
対
象
に

し
た
北
見
地
区
新
規
就
農
者
交
流

研
修
会
が
６
月
20
日
に
Ｊ
Ａ
き
た

み
ら
い
セ
ン
タ
ー
事
務
所
で
行
わ

れ
、
若
手
農
業
者
や
関
係
機
関
な

ど
合
わ
せ
て
約
40
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

１
市
２
町
と
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い

な
ど
で
構
成
し
て
い
る
北
見
地
区

農
業
振
興
連
絡
協
議
会
の
主
催
で
、

農
業
の
知
識
研
鑽
及
び
情
報
交
換

な
ど
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

▲講演する貝沼氏

▲貝沼氏を囲んで記念撮影

▲グループの意見を発表する大谷さん（置戸地区） ▲グループディスカッションの様子

　

端
野
地
区
で
玉
ね
ぎ
な
ど
を
作

付
け
す
る
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
農
協
青

年
部
協
議
会
の
貝
沼
隼
人
会
長
が

講
師
を
務
め
『
俺
（
君
）
た
ち
の

農
業
』
と
題
し
て
青
年
部
と
は
何

か
や
新
規
就
農
者
に
期
待
す
る
こ

と
な
ど
を
講
演
し
ま
し
た
。
ま
た
、

い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
「
農
業
の
担
い
手
不
足
は
な
ぜ

生
じ
る
か
」
に
つ
い
て
考
え
る
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

相
互
に
交
流
し
な
が
ら
熱
心
な
討

議
が
行
わ
れ
、
参
加
者
た
ち
は
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

〜
新
規
就
農
者
交
流
研
修
会
で
貝
沼
隼
人
氏
講
演
〜

農
業
の
担
い
手
不
足
の
理
由
を
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

〜
き
た
み
ら
い
管
内
に
18
人
が
就
農
〜

新
規
就
農
者
に
激
励
状
を
授
与
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〜
き
た
み
ら
い
に
ん
に
く
部
会
〜

に
ん
に
く
の
新
規
作
付
け
説
明
会
を
開
催

▲説明会の様子

▲説明会後に個別対応を行う様子

イ
ン
ト
な
ど
を
詳
し
く
解
説
。
「
に
ん

に
く
は
連
作
障
害
に
注
意
が
必
要
。
適

切
な
輪
作
や
土
壌
改
良
が
収
量
・
品
質

向
上
に
繋
が
る
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
に
ん
に
く
作
付
け
に
興

味
が
あ
り
、
な
か
な
か
聞
く
こ
と
が
で

き
な
い
技
術
や
栽
培
の
基
礎
を
学
べ
る

機
会
と
な
っ
た
。
今
後
、
栽
培
を
前
向

き
に
検
討
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
き
た
み
ら
い
管
内
全
体
で

は
約
７
・
５
㌶
の
作
付
け
、
生
産
量
は

約
30
㌧
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

き
た
み
ら
い
に
ん
に
く
部
会
は
６
月

13
日
、
セ
ン
タ
ー
事
務
所
で
に
ん
に
く

の
新
規
作
付
け
説
明
会
を
開
き
ま
し
た
。

新
規
作
付
け
希
望
者
や
生
産
者
な
ど
関

係
者
約
20
人
が
参
加
し
、
に
ん
に
く
栽

培
の
基
礎
知
識
や
栽
培
技
術
、
販
売
動

向
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

説
明
会
で
は
、
当
Ｊ
Ａ
販
売
担
当
職

員
及
び
に
ん
に
く
部
会
役
員
が
土
壌
管

理
や
病
害
虫
対
策
、
収
穫
・
出
荷
の
ポ

▲参加者の集合写真（ほがじゃ小清水北陽工場にて）

見
市
の
石
川
果
樹
園
で
果
物
狩
り
を
行

い
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
を
収
穫
。
９
種
類
の

品
種
を
食
べ
比
べ
、
味
や
食
感
の
違
い

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

研
修
を
終
え
て
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

の
萩
原
結
香
会
長
は
「
ほ
が
じ
ゃ
小
清

水
北
陽
工
場
で
は
最
新
技
術
と
人
の
目

に
よ
る
丁
寧
な
製
品
づ
く
り
に
感
動
し

た
。
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
は
、
天
候
に
恵

ま
れ
暑
い
中
で
は
あ
っ
た
が
、
今
年
の

豊
作
に
歓
声
が
上
が
り
、
実
り
の
喜
び

を
堪
能
で
き
た
。
会
員
と
の
交
流
も
深

ま
り
、
と
て
も
充
実
し
た
研
修
と
な
っ

た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

は
７
月
７
日
、
「
会
員
交
流
日
帰
り
研

修
」
を
開
催
し
、
会
員
の
子
ど
も
を
含

め
て
15
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
会
員
同
士
の
交
流
を
目

的
に
例
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
午
前
中

は
小
清
水
町
の
ほ
が
じ
ゃ
小
清
水
北
陽

工
場
を
訪
れ
、
工
場
が
小
清
水
町
に
置

か
れ
た
理
由
や
、
ほ
が
じ
ゃ
の
製
作
工

程
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
午
後
は
北

▲サクランボ狩りを楽しむ会員

〜
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
南
支
部
〜

今
年
も
行
灯
や
出
店
で
祭
り
を
盛
り
上
げ
る▲きたみらいキャッチャーで遊ぶ様子

▲行灯をバックに集合写真

▲仮装＆光るメガネで
　注目を集める
　片山遼河さん

ク
タ
ー
「
ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
」
と
い
っ
た
人

気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
描
い
た
行
灯
を
披

露
。
行
灯
に
描
か
れ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
仮
装
を
し
て
行
灯
を

引
き
、
観
客
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

13
日
は
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
に
て
「
き

た
み
ら
い
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
」
を
出
店
。

「
き
た
み
ら
い
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
」
は
青
年

部
の
考
案
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
ク
レ
ー

ン
ゲ
ー
ム
で
じ
ゃ
が
い
も
や
玉
ね
ぎ
を

取
る
こ
と
が
出
来
た
ら
景
品
が
も
ら
え

る
Ｕ
Ｆ
Ｏ
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
で
す
。
景
品
に

は
お
も
ち
ゃ
や
花
火
、
図
書
カ
ー
ド
な

ど
の
豪
華
景
品
も
あ
り
、
常
に
人
が
並

ん
で
大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

７
月
12
日
と
13
日
、
訓
子
府
町
で
第

46
回
く
ん
ね
っ
ぷ
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部

南
支
部
も
参
加
し
て
祭
り
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

　

12
日
の
夜
は
行
灯
パ
レ
ー
ド
が
行
わ

れ
、
青
年
部
は
名
探
偵
コ
ナ
ン
や
ポ
ケ

モ
ン
、
関
西
万
博
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

▲佐藤さんの倉庫内で作業に励む利用者

▲北川さんの説明を聞く利用者

え
る
農
業
・
農
村
に
と
っ
て
の
労
働
力

の
確
保
や
地
域
農
業
の
維
持
を
目
指
し

た
取
り
組
み
を
実
施
し
て
お
り
、
受
入

農
家
の
も
と
で
出
来
高
に
よ
る
賃
金
体

系
で
収
穫
作
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

参
加
し
た
利
用
者
ら
は
暑
さ
に
苦
労

し
つ
つ
も
、
お
互
い
に
声
を
掛
け
合
い

な
が
ら
真
剣
な
様
子
で
作
業
に
励
み
ま

し
た
。
受
入
農
家
の
佐
藤
さ
ん
は
「
い

つ
も
一
生
懸
命
作
業
を
し
て
く
れ
て
助

か
っ
て
い
る
。
農
福
連
携
が
さ
ら
に
広

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

今
後
は
大
型
コ
ン
テ
ナ
の
組
立
て
や

に
ん
に
く
の
種
割
な
ど
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
、
今
年
度
の
農
福
連
携

事
業
と
し
て
北
見
市
内
の
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
よ
る
作
業
委
託
が

７
月
11
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
施
設

の
利
用
者
ら
は
北
見
地
区
の
佐
藤
正
人

さ
ん
の
倉
庫
で
行
っ
た
真
白
の
茎
葉
処

理
の
作
業
を
皮
切
り
に
、
端
野
地
区
の

北
川
裕
一
さ
ん
や
お
が
わ
百
商
㈱
の
圃

場
で
も
サ
ラ
タ
マ
の
同
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

　

同
事
業
で
は
、
障
が
い
を
抱
え
る
方

の
就
労
訓
練
や
社
会
参
加
の
場
を
創
出

す
る
だ
け
で
な
く
、
労
働
力
不
足
を
抱

農
福
連
携
事
業
の
作
業
が
ス
タ
ー
ト

〜
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
〜

研
修
通
じ
て
交
流
を
深
め
る
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で
き
な
い
。
き
た
み
ら
い
産
の
玉
ね

ぎ
・
馬
鈴
し
ょ
を
１
日
も
早
く
消
費
地

に
供
給
し
、
生
産
者
へ
還
元
で
き
る
よ

う
な
価
格
形
成
を
行
い
た
い
」
と
意
見

を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ホ
ク
レ
ン
の
物
流
課
よ
り
物

資
の
流
通
効
率
化
に
関
す
る
法
律
（
新

物
効
法
）
改
正
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

市
場
の
方
々
へ
ド
ラ
イ
バ
ー
拘
束
時
間

短
縮
に
向
け
て
車
両
到
着
後
の
速
や
か

な
荷
降
ろ
し
等
の
協
力
要
請
を
さ
れ
ま

し
た
。

　

協
議
会
終
了
後
は
、
セ
ン
タ
ー
事
務

所
吹
抜
倉
庫
に
て
懇
親
会
を
開
催
し
、

意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
は
７
月
17
日
、
当

Ｊ
Ａ
セ
ン
タ
ー
事
務
所
で
玉
ね
ぎ
・
馬

鈴
し
ょ
販
売
対
策
協
議
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

同
協
議
会
は
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、

消
費
地
の
各
市
場
や
ユ
ー
ザ
ー
の
皆
さ

ん
、
関
係
機
関
が
集
ま
り
消
費
地
情
勢

や
物
流
情
勢
の
報
告
を
受
け
、
本
年
産

の
販
売
に
向
け
て
協
議
し
て
お
り
ま
す
。

　

各
市
場
関
係
者
か
ら
は
「
農
産
物
販

売
に
お
い
て
産
地
と
消
費
地
の
協
力
な

く
し
て
は
供
給
や
販
売
価
格
の
形
成
は

▲センター事務所吹抜倉庫にて懇親会

イギリスのリジェネラティブ農業から分かる農業の実態について④

　イギリスの４つ目の農場はサフォーク州にあるＳ農場である。約束の時間よりも１時間弱早く

着いたので、農場の場所を確認してから近くの小さな村でやや時間を潰す。ここから５分ほど車

を走らせると道路脇にＳ農場という小さな看板がある。そこから細い道は立派な並木の道に続く。

その先にイギリスでいう「小さめ」なマナーハウス（屋敷）が見え、それを左手に見ながら右に

曲がったところにもう１つの住宅と納屋、倉庫がある。倉庫の前に車を停めていると、向こうか

ら笑顔で近づいてきたのがＪ氏である。

　ここは700haの農場に加えて850haの農場を受託管理しているオーガニックの農場である。農場

主のＪ氏はＩＴ会社社長のような知的な風貌と理路整然とした明快な話し方をする人物だ。話を

聞くと企業人的外見の下に農業者であること、そして雇用もしているが家族経営の精神を大切に

しているもう１つの姿が見えてくる。

　有機農業への転換を始めたのは1999年である。それまでは自身で「どっぷりと慣行農業に浸か

っていた」と表現するほど、周りの農家にも農薬の使い方などをアドバイスしていた。そうした

中で、徐々に農薬の効きが悪くなり、それに従って農場に置く薬品の量も種類も増えていった。

ビジネスとしてこうした状況にはリスクがあることを感じ始めていた際に、10kmほどのところで

有機農業を行っていた農場に話を聞きに行った。「全てが素晴らしく、とても幸せそうだった」。

そこから自身も６年ほどかけて有機農業へ転換していったようだ。経済的にも有機農業は有利だ

ったともいう。

　慣行農業のやり方が「ビジネス」としてみた際にもリスクが大きいこと、有機農業が経済的に

も有利だったこと。有機農業への転換の理由をこう記すと、ビジネスマインドとしての有機農業

という側面が強くなるが、彼の話はそこに留まらない。オーガニックとして農産物を販売するこ

との付加価値がこの農場にとっては不可欠なものではあるが、彼はこう話す。「リジェネラティ

ブ農業は食料生産だけでなくwildlife保全のためでもあり、私たちの健康のためでもある。そし

て喜びのためでもある。農業が食料を生産するだけでなく、他の全てのことに対して責任がある

と感じるかどうかです。私たちには食料生産や食料システムの一部という以上の責任があると思

います」。

　この「それ以上の責任」が何を意味するのか。その時に直接答えを話してくれたわけではない

が、農場を一緒に歩きながら話してくれた様々な取組みや考え方にそれが滲み出ていた。例えば

一緒に働く妻や息子、従業員のこと。「比較的小さなチームだけど、みんなが重要なカギを握っ

ているのだ。みんなが満足して仕事ができるように、私たちは膨大な時間を費やしている。毎週

月曜日の朝にミーティングを開き、その週に何をし

なければならないか、誰が休暇を必要としているの

かを話し合う。例えとても忙しくても、パートナー

がいて映画館に行きたいと言ったとしたら、どうす

れば彼らがそうできるようになるのかをチームで話

し合うのだ。私が農業を始めた頃はただ一心不乱に

働くだけだった。でも今は全員がハッピーでなけれ

ばならない」。それ以外にも、アグロフォレストリー

や池を再生する取組みなど。農業者としてより多く

の側面に対して「責任」を果たすという覚悟が、彼

の農場を魅力的なものにしている。また次回続きを。

北海道大学大学院農学研究院　小林　国之

〜
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
玉
ね
ぎ
・
馬
鈴
し
ょ
販
売
対
策
協
議
会
〜

玉
ね
ぎ
、馬
鈴
し
ょ
販
売
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

意
見
交
換
を
実
施

▲利男さんの説明を聞きながら水田を観察する児童たち

▲大きなトラクターに興味津々な児童たち

　

そ
の
後
、
田
植
え
機
や
防
除
ド
ロ
ー

ン
、
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
水
田
で
使
用
す

る
機
械
を
見
学
し
、
児
童
た
ち
は
機
械

の
大
き
さ
や
性
能
に
大
興
奮
で
し
た
。

　

見
学
を
通
し
て
利
男
さ
ん
は
「
現
場

を
見
な
が
ら
地
域
農
業
の
勉
強
を
す
る

機
会
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
貴
重
な

経
験
に
な
る
。
ぜ
ひ
秋
に
は
収
穫
し
た

も
ち
米
が
選
別
、
調
製
さ
れ
る
様
子
も

見
学
し
て
更
に
米
に
興
味
を
も
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

留
辺
蘂
小
学
校
５
年
生
は
７
月
８
日
、

相
内
地
区
で
水
稲
を
作
付
け
す
る
畑
中

利
男
さ
ん
の
農
場
で
お
米
の
社
会
科
見

学
を
行
い
、
児
童
８
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

利
男
さ
ん
と
後
継
者
の
優
太
さ
ん
の

説
明
の
も
と
、
は
じ
め
に
水
田
を
見
な

が
ら
、
管
内
で
作
付
け
さ
れ
て
い
る
も

ち
米
の
品
種
や
特
徴
、
稲
の
害
虫
な
ど

に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。
留
辺
蘂
町

に
は
水
田
が
な
い
こ
と
も
あ
り
、
児
童

た
ち
は
興
味
津
々
で
稲
や
水
田
の
生
き

物
を
観
察
し
ま
し
た
。

留
辺
蘂
小
学
校
５
年
生  

お
米
の
社
会
科
見
学

▲協議会の様子
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温 根 湯

留 辺 蘂

置 　 戸

訓 子 府

相 　 内

上 常 呂

北 　 見

端 　 野

合 　 計

54

31

70

245

58

90

122

160

830

19

19

42

43

26

13

36

47

245

17

17

29

43

21

13

33

39

212

31.4％

54.8％

41.4％

17.5％

36.2％

14.4％

27.0％

24.3％

25.5％

地
区
毎
の
出
席
状
況

地 区 名 組合員戸数 出席人数 出席戸数 出 席 率

　

７
月
８
日
か
ら
11
日
の
４
日
間
、
８
会

場
に
お
い
て
Ｊ
Ａ
地
区
別
懇
談
会
が
行
わ

れ
、
組
合
員
と
家
族
の
み
な
さ
ん
２
４
５

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

地
域
運
営
委
員
長
の
進
行
に
よ
り
、
部

門
ご
と
に
事
業
へ
の
取
組
状
況
や
農
畜
産

夏
期
地
区
別
懇
談
会
終
え
る

８
会
場
に
２
４
５
人
出
席

物
の
情
勢
な
ど
を
説
明
し
た
後
、
出
席
し

た
組
合
員
か
ら
も
数
多
く
の
意
見
と
質
問

を
頂
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
懇
談
会
で
出
さ
れ
た
意
見
・
要

望
な
ど
に
つ
い
て
は
後
日
「
Ｑ
＆
Ａ
」
と

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
に
て
お
知
ら
せ
致
し

ま
す
。

▲36人が出席して行われた北見地区懇談会

第６回 理事会報告
　７月25日、午前９時00分より第６回定例理事会が開催さ

れ、報告事項13件、決議事項４件が協議され、原案通り承

認されました。

　
【報告事項】

①監事会視察研修の報告について

②内部監査（購買部門）報告について

③財務状況報告について

④令和７年度夏期地区別懇談会意見集約について

⑤共済一斉推進取り組み状況について

⑥作況調査（７月15日）報告について

⑦令和７年度作付実態調査集約について

⑧令和６年産玉葱・馬鈴しょ本精算について

⑨第２回オホーツク農協酪農畜産対策委員会について

⑩牛乳消費拡大企画について

⑪ＪＡきたみらい農機自動車展示会実績報告について

⑫組合員状況報告について

⑬理事に対する根抵当権及び質権契約の解除に係る報告に

　ついて

　
【決議事項】

①固定資産の処分について

②規程類の制定・改正について

③小麦乾燥調製貯蔵施設増設　建築２期工事に係わる発注

　方法について

④小麦乾燥調製貯蔵施設増設　プラント２期工事に係わる

　発注方法について

　今回は全国から７ＪＡが集い、各地の旬の農
産物・加工品を販売。ＪＡきたみらいでは、玉
ねぎ（真白・サラタマ）や北見メロン、ＪＡ加工
品の販売を行い、パンフレットを配布しながら
広く来場者に産地ＰＲに努めました。関係機関
のご協力により大盛況のうち、終了時間を待
たずに全ての商品が完売となりました。

　７月17日、第43回ＪＡ共済マルシェに北海道枠
からＪＡきたみらいが選出され、参加致しました。
　この「ＪＡ共済マルシェ」は、平成28年度から
開催され、ＪＡ共済ビルのある東京都千代田区
平河町の地域住民や近隣オフィスを利用する
人などを対象に、全国各地の旬の食材の魅力
や美味しさを届けるイベントとなっております。

▲売場の様子。金融共済部１名、販売企画部２名の職員も参加

～旬の美味しさを、届ける～『JA共済マルシェ』に出店し、きたみらい農産物をPR

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
野
球
部
は
６
月
21
日
と

７
月
９
日
・
10
日
に
行
わ
れ
た
第
67
回
オ
ホ

ー
ツ
ク
Ｊ
Ａ
野
球
大
会
で
３
年
連
続
７
回
目

の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
野
球
部

は
部
員
17
人
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
４
人
の
21
人

（
大
会
時
点
）
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

準
決
勝
で
は
Ｊ
Ａ
サ
ロ
マ
と
対
戦
。
初
回

に
大
塚
遼
人
選
手
（
組
織
振
興
東
グ
ル
ー

プ
）
や
村
井
健
士
選
手
（
畜
産
相
談
グ
ル
ー

プ
）
の
長
打
等
で
３
得
点
。
６
回
に
も
４
点

を
奪
い
、
６
回
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
に
よ
り
勝

利
し
ま
し
た
。

　

勢
い
に
乗
っ
た
決
勝
で
は
、
ホ
ク
レ
ン
北

見
支
所
と
対
戦
。
序
盤
か
ら
得
点
を
重
ね
、

５
回
に
は
塩
川
幹
太
選
手
（
資
材
推
進
グ
ル

ー
プ
）
の
本
塁
打
な
ど
で
一
挙
11
得
点
。
左

腕
の
エ
ー
ス
・
井
上
貴
紀
選
手
（
組
織
振
興

南
グ
ル
ー
プ
）
の
粘
り
強
い
投
球
で
相
手
の

第
67
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｊ
Ａ
野
球
大
会
で

３
年
連
続
優
勝
！
～
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
野
球
部
～

▲優勝記念写真

▲井上選手（左）と大塚選手（右）

６月21日
７月９日

７月10日

【１回戦】
【２回戦】
【準決勝】
【決　勝】

ＪＡきたみらい ７－０ ＪＡ清里町
ＪＡきたみらい ７－２ ＪＡオホーツク網走
ＪＡきたみらい 11－４ ＪＡサロマ
ＪＡきたみらい 26－11 ホクレン北見支所

戦績

強
力
打
線
に
耐
え
、
３
連
覇
で
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。
ま
た
、
個
人
賞
と
し
て
最
優
秀
選
手

賞
を
井
上
選
手
、
優
秀
賞
を
大
塚
選
手
、
打

撃
賞
を
塩
川
選
手
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

鈴
木
康
平
監
督
（
企
画
振
興
グ
ル
ー
プ
）

は
「
悲
願
の
３
連
覇
を
果
た
す
こ
と
が
出
来

た
。
全
道
で
も
昨
年
よ
り
良
い
結
果
を
残
し

た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
優
勝
で
９
月
３
日
と
４
日
に
行
わ

れ
る
全
道
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し

た
。
今
後
と
も
当
Ｊ
Ａ
野
球
部
へ
の
応
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　訓子府町メロン振興会は７月15日、同町役場で教
育機関へくんねっぷメロンの贈呈式を行いました。
　日頃からのメロン生産支援に対する同町への恩返
しや、地元の子ども達にメロンを美味しく食べてほ
しいという思いから、昨年に引き続き実施されまし
た。同振興会の水上勝弥会長と北野祐作副会長が出
席し、くんねっぷメロン40玉が町長へ手渡されました。
　贈呈にあたって水上勝弥会長は「今年は６月が大
変暑く作業に苦労したが、無事に収穫できた。生産
者の努力に感謝したい」、北野祐作副会長は「地元
の子ども達が訓子府町の特産品であるメロンを口に
することができるいい機会になれば嬉しい」と話し
ました。
　提供されたメロンは、23日に町内のこども園や学
校の給食で振る舞われました。

▲くんねっぷメロン贈呈の様子
 （左から伊田町長、水上会長、北野副会長、髙橋教育長）

～訓子府町メロン振興会～



13 12



15 14



17 16

広報誌「おひさまサラダ」を当ＪＡのホームページで紹介しています。
右側にあるＱＲコードから閲覧できますので、ぜひご覧下さい。

をホームページで閲覧できます！

日暑くて、小学校にも歩いていけません。
少し涼しくなりますように！！

Ａきたみらい女性部）西支部の
花壇作りが今年で最後な

んですネ。通る度に相内の皆さん
の努力や花のきれいさに感心して
いました。長い間ありがとうござい
ました。

毎

　少しは暑さが落ち着いたような気がしますが、まだまだ

暑い夏は続きます！

　小学生の皆さんは夏休み中だと思いますが、家にいる時、

遊びに行く時も油断せず、水分補給や休憩を心がけて楽し

　　く過ごしてくださいね！ 　７月号にあった通り今年度で最後の花壇作りとなりま

した。最後の花壇もとてもきれいに作られていますので、

相内地区事務所の前を通る際は是非ご覧ください！

（温根湯地区　真野　咲羅さん）

（上常呂地区　合田　まゆみさん）

Ｂのイラストには、Ａのイラストと違う部分が５カ所あります。
間違っている部分を左下のイラストの中の数字でお答え下さい。

出題・イラスト：酒井栄子

応 募 方 法
　答えが解った人は、別紙の応募用紙か、右の
ＱＲコードに答え（番号）と広報誌へのご意
見・ご感想を記入してＦＡＸ又は応募フォーム
でご応募下さい。
　抽選で６名の方に、ＪＡきたみらいの「玉ね
ぎと牛すじのカレー」と「玉ねぎと鶏もも肉の
黒カレー」をプレゼント致します。

７月号まちがいさがしの当選者

・堀　口　遙　斗さま（訓子府）・吉　田　秀　子さま（上常呂）・佐　藤　賢　治さま（訓子府）
・荒　　　喜代隆さま（留辺蘂）・中　尾　のぶ子さま（置　戸）・会　田　裕　美さま（端　野）

７月号のまちがいさがしの答えは「１、３、６、10、12」でした。
正解者21名の中から抽選の結果、当選者は次の方々です。

     以上の方々には、ＪＡきたみらいの「玉ねぎポン酢」と「玉ねぎうま塩」をプレゼント致します。

（Ｊ
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URL  http://www.jakitamirai.or.jp    E-mail hp.kitamirai@kitamirai.ja-hokkaido.gr.jpJAきたみらいホームページ

（令和７年７月17日現在）

・組 合 員 数（正）

・組 合 員 数（准）

・組合員戸数（正）

・貯　　　金

・貸　出　金

・出　資　金

1,579人

5,436人

830戸

114,441百万円

19,400百万円

5,041百万円

・例年にない猛暑日が続き、北見市でも観測史上最高の39度を記録しました

　ね。慣れない暑さの中、体調を崩された方もいらっしゃったと思います。子

　どもの頃はエアコンなしでも平気だったことを思うと気候の変化を実感しま

　す。来年はもう少し過ごしやすくなるといいのですが…。

・夏の病気と言えば熱中症ですが、それ以外にも食中毒や脱水症、皮膚トラブ

　ル、夏バテなど様々な体の不調が増える季節です。ピークを越えたとは言え

　まだ暑い日が続きます。お忙しい時期だとは思いますが、体に気を付けてお

　過ごしください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （榎本　明莉）

子どもも喜ぶ　夏の元気をサポートするお手軽メニュー レシピ提供●料理研究家　和田麻紀子

オクラの豚肉巻
き

作り方

材料（４人分）

❶オクラはがくを取り除き、豚肉を端からクルクルと巻き付けて軽く塩・
　こしょうを振り、味がよく絡むように片栗粉を薄く付ける。Ａを混ぜ合わせておく。
❷油を引いたフライパンを強火にかけ、①のオクラと豚肉をこんがりと色が付くまで転がしながら焼く。
❸豚肉に火が通り、焼き色が付いたらＡを入れて絡める。お好みで食べやすい大きさに切り、千切りにした青ジソとミョウガを添える。

オクラ
豚肩ロース薄切り（しゃぶしゃぶ用など）
塩・こしょう
片栗粉
　　しょうゆ
Ａ　みりん　　酒
　　砂糖
油
青ジソ
ミョウガ

●厚めに肉を巻いて
　ボリューミーに

………………………………………８本
…100g

………………………………少々
………………………………………少々

…………………………大さじ１
……………………………大さじ１

…………………………………大さじ１
………………………………小さじ１

………………………………………小さじ１
………………………………………適宜
……………………………………適宜

＼ポイント／
　オクラはビタミンなどが豊富な上に、加熱しても栄養素が壊れにくい
優秀な野菜です。大人は薬味を添えて味の変化を付けても楽しめます。

作り方

材料（２人分）

❶キュウリの皮をピーラーで2、3カ所しま模様にむいて
　乱切りにする。
❷その他の材料を全て加えてあえたら出来上がり。

キュウリ
プレーンヨーグルト
オリーブ油
塩
こしょう

……………………………………１本
…………………大さじ２

……………………………小さじ１
……………………………………小さじ1/2

……………………………………少々

＼ポイント／
　暑い国・インドで定番の、ご飯にもパンにも合う優
秀な副菜です。キュウリは野菜の中でも水分量が多く、
体を冷やす効果があるといわれています。

食感も楽しいスタミナレシピ

アレンジ

●クミンやコリアンダー、カレー粉などのスパイスをプラス
●トマトや水にさらしたタマネギのみじん切りなど好みの野菜を入れるアレンジ

キュウリの

ヨーグルトあえ

インドのサラダ「ライタ」をシンプルにアレンジ

キュウリの


